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可愛い子には旅をさせよ 
校 長  金 子 二 郎 

 

梅雨寒を実感させる空模様に戻る日もあり、着る服を選ぶにも迷うことが少なく

ありません。幸い熱中症の心配はないものの、子供たちも体調を崩しがちです。一

方、学校ファームでは春先に植えたジャガイモの収穫期を迎えました。さらに、学

校応援団の皆様のお力添えの下、子供たちや職員の愛情がこもったお世話と十分な

降水のおかげで、サツマイモもすくすくと育っています。保護者や地域の皆様にお

かれましては、本校の教育活動に対しご理解ご協力をいただいておりますこと、心より感謝申し上げます。 

さて、先月号の学校だよりでは５年生や６年生の学校内外での活躍を紹介しなが

ら、相手に自分の考えを適切に伝えることが意外と難しいという話を紹介しました。

いわゆる学力の三要素の一つが、「知識・技能を活用して課題を解決するために必要

な思考力・判断力・『表現力』等」とされており、学校でもコミュニケーション能力

を高めるために言語活動の充実に努めています。ところで、子供のコミュニケーシ

ョン能力については、戯曲家の平田オリザさんが著書「わかりあえないことから─コミュニケーション能

力とは何か」の中で興味深いことを述べています。平田さんは、今の日本の子供た

ちのコミュニケーション能力が低下しているのではなく、コミュニケーションに対

する意欲が低下していると指摘しています。小学校高学年や中学生になっても単語

でしか喋らない子供が増えているとのこと。幼児期には誰もが単語でしか喋りませ

んが、成長するにつれて他者と出会い、単語だけでは通じないという経験を繰り返

し、「文」を手に入れていきます。この言語習得の過程が崩れているのではと平田さんは危惧しています。

兄弟が多かった昔、家の中で「ケーキ！」といっただけでは無視されていましたが、

少子化が進んだ現代は、「ケーキ」と一言いえば、目の前にケーキが出てきます。あ

るいは大人が子供の心を察して、ケーキという前にそっと差し出すかも知れません。

どうしたいのかを聞かずにケーキが出てくるのなら、その必要がない以上、子供が

単語でしか喋らなくなっても仕方ありません。ケーキ、ケーキと繰り返す子供には、

「ケーキがどうしたの？」と聞いてあげたり、あるいは「私はともかく、それでは他の人はわからないよ。」

とたしなめたりする必要があります。もちろん、想像力を働かせて相手の気持ちを察することは大人でも

子供でも大切なことです。しかし、的確に自分の意思を伝える、あるいは相手の考えを受け止めることが

できるような力を身に付けさせるためには、あえて子供に不自由な思いをさせた方が良いかも知れません。 

十小 みんなの元気の素３    ベ イ ブ  (クリス・ヌーナン/監督） 
1995年製作のアメリカ映画で、農場に貰われてきた可愛い子豚が主人公の作品です。今のようにCGの技術が確立

されていない20年程前に動物たちの「演技力」でつくられた事に驚きつつも、主人公ベイブの前向きに生きようとする

姿勢には大人でも励まされます。周りから笑われても諦めずに頑張ろうとする強い心を持つこと。そして誰かに何かをし

て欲しいと思う時には、相手に誠実に接し続けることで、自分の願いが届くということ。そんな、誰もがわかっているの

に、つい忘れてしまいそうなことを思い出させてくれる作品です。親子揃って観ても十分楽しむことができる名作です。 

    誠 実 さ が 聞 き 手 と 話 し 手 を 結 び つ け る  （稲盛和夫）  

～来がい 居がい 学びがいのある学校～ 



 




